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自然切替ダンパー
～より良い環境を、より簡単に、より安く～

第１6回環境・設備デザイン賞　Environmental and Equipment Design Award 2017

自然切替ダンパー
　１つの上流接続口を通過する気流を温度によって、自動的に２つの出口のいずれかへ切り替える
　機能を持つダンパーです。 モーター等を使用しないため、切替時の騒音・振動は発生しません。
　切替の仕組みを簡素化し、制御をなくすことで、コストを抑えながら、上下温度差の問題を解消し、
    頭寒足熱の「より良い環境」を「より簡単に」、「より安く」実現します。

本施設がある長野県佐久市は冬季の最低気温が
-15℃になるなど、寒さの厳しい地域です。その
ため、暖房時はベッド下部から空調空気を吹き出
し、人がいる空間を重点的に暖房したいと考えま
した。一方冷房時は、ベッド上部から、コアンダ
効果により天井面を沿うように冷風を吹出すこと
で、患者に直接気流を当てることなく、冷やされ
た天井面からの冷放射効果を期待しています。
パッケージ空調機の吹出位置を自然切替ダンパー
によって切替えることで、より良い環境を、より
簡単に、より安く、実現することが出来ました。

Natural Switching Damper
    Create much better environment, More simply & Lower cost

30 年ライフサイクルコストの比較

300 φダクト接続時を想定し、30年間使用した
場合のイニシャル・メンテナンスコストを算出
しました。
ライフサイクルコスト算出に当たり、ダンパーの
耐用年数は 15 年と想定しています。
モーターダンパーについては 5年毎に部品交換を
行うと想定しました。

モーターダンパーによる制御時に比べ
ライフサイクルコストを 65%削減！
　・電力や手動による切替操作が不要
　・温度センサとダンパーの自動制御が不要
　・設置後のモーターメンテナンスが不要

空気温度に応じて羽根が自力で作動
　・ワックスエレメントが空気温度に応じて伸び縮み

モーターダンパー 2台による
切替制御時

伸縮に合わせて羽根の向きを変え
空気の出口を切替える！
騒音や振動の発生無く切替可能！
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自然切替ダンパー使用時
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吹出位置の切替でいつも頭寒足熱のより良い環境を

上部からの吹出：暖房時は頭熱足寒で不快

下部からの吹出：冷房時は頭熱足寒で不快


